
1 総括表 ※認定者数は、第1号被保険者のみ ※被保険者数、認定者数の実績値は、9月月報

※総給付費、給付費は、予防給付、第2号被保険者分を含む

　　（補足給付及び高額介護サービス費等を含まない）

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R5年度 R5年度 R5年度 R5年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

第1号被保険者数 （人） 16,989 17,093 100.6% 104
要支援・要介護認定者数 （人） 3,733 3,664 98.2% △ 69
要支援・要介護認定率 （％） 22.0 21.4 97.6% △ 0.5
総給付費 （円） 5,221,453,000 5,193,515,540 99.5% △ 27,937千円

施設サービス （円） 2,528,916,000 2,573,256,000 101.8% 44,340千円
居住系サービス （円） 777,153,000 765,373,156 98.5% △ 11,780千円
在宅サービス （円） 1,915,384,000 1,854,886,384 96.8% △ 60,498千円

第1号被保険者1人あたり給付費 （円） 307,343.2 303,838.7 98.9% △ 3,504.4
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2 サービス別　利用者数（人） ※予防給付、第2号被保険者分を含む

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R5年度 R5年度 R5年度 R5年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 9,228 9,137 99.0% △ 91
介護老人福祉施設 3,528 3,327 94.3% △ 201
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 576 615 106.8% 39
介護老人保健施設 4,812 4,902 101.9% 90

介護医療院 144 85 59.0% △ 59
介護療養型医療施設事業所の転換による利用を見込んでいたが，時期がずれ込み，利用
者が想定よりも伸びなかったため。

介護療養型医療施設 168 233 138.7% 65
介護療養型医療施設事業所の転換による利用を見込んでいたが，時期がずれ込み，利用
者が想定より伸びたため。

小計 3,744 3,446 92.0% △ 298
特定施設入居者生活介護 1,704 1,514 88.8% △ 190
地域密着型特定施設入居者生活介護 0 0 0
認知症対応型共同生活介護 2,040 1,932 94.7% △ 108
訪問介護 2,988 2,674 89.5% △ 314

訪問入浴介護 312 210 67.3% △ 102
市内に提供事業所がないため，市外事業所の利用を見込んでいたが，想定よりも利用者が
少なかったため。

訪問看護 1,680 1,876 111.7% 196

訪問リハビリテーション 408 964 236.3% 556
前年度実績値から大幅に増加しており，医療から介護への移行による利用者数の伸びを見
込めていなかったため。

居宅療養管理指導 2,316 3,464 149.6% 1,148
前年度実績値から増加しており，需要に対する利用者数の伸びを見込めていなかったた
め。

通所介護 5,928 5,557 93.7% △ 371
地域密着型通所介護 2,352 2,208 93.9% △ 144
通所リハビリテーション 3,312 3,116 94.1% △ 196
短期入所生活介護 2,028 1,904 93.9% △ 124

短期入所療養介護（老健） 216 170 78.7% △ 46
新型コロナウイルス感染症の影響により事業所での受入れの機会が限られたため，実績値
が想定よりも伸びなかったため。

短期入所療養介護（病院等） 0 0 0
短期入所療養介護（介護医療院） 0 0 0
福祉用具貸与 14,244 14,830 104.1% 586
特定福祉用具販売 252 237 94.0% △ 15
住宅改修 300 259 86.3% △ 41
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 12 12 100.0% 0
夜間対応型訪問介護 0 0 0
認知症対応型通所介護 1,092 614 56.2% △ 478 前年度実績値からも減少しており，利用者数を見込み過ぎていたため。

小規模多機能型居宅介護 300 353 117.7% 53
看護小規模多機能型居宅介護 0 0 0
介護予防支援・居宅介護支援 20,088 19,960 99.4% △ 128
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※予防給付、第2号被保険者分を含む

3 サービス別　給付費（円） ※特定入所者介護サービス費、高額介護サービス費及び高額医療合算介護サービス費を含まない

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R5年度 R5年度 R5年度 R5年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 2,528,916,000 2,573,256,000 101.8% 44,340千円
介護老人福祉施設 943,731,000 901,407,789 95.5% △ 42,323千円
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 163,154,000 169,329,758 103.8% 6,176千円
介護老人保健施設 1,315,421,000 1,390,139,423 105.7% 74,718千円

介護医療院 48,746,000 31,699,727 65.0% △ 17,046千円
介護療養型医療施設事業所の転換による利用を見込んでいたが，時期がずれ込み，利用
者が想定よりも伸びなかったため。

介護療養型医療施設 57,864,000 80,679,303 139.4% 22,815千円
介護療養型医療施設事業所の転換による利用を見込んでいたが，時期がずれ込み，利用
者が想定より伸びたため。

小計 777,153,000 765,373,156 98.5% △ 11,780千円
特定施設入居者生活介護 273,418,000 268,388,452 98.2% △ 5,030千円
地域密着型特定施設入居者生活介護 0 0 0千円
認知症対応型共同生活介護 503,735,000 496,984,704 98.7% △ 6,750千円
小計 1,915,384,000 1,854,886,384 96.8% △ 60,498千円
訪問介護 119,130,000 120,603,795 101.2% 1,474千円
訪問入浴介護 18,029,000 13,579,075 75.3% △ 4,450千円 想定よりも利用者数が少なかったため。

訪問看護 73,603,000 70,905,047 96.3% △ 2,698千円

訪問リハビリテーション 11,502,000 28,011,549 243.5% 16,510千円
前年度実績値から大幅に増加しており，医療から介護への移行による利用者数の伸びを見
込めていなかったため。

居宅療養管理指導 19,575,000 30,003,631 153.3% 10,429千円
前年度実績値から増加しており，需要に対する利用者数の伸びを見込めていなかったた
め。

通所介護 524,219,000 474,648,774 90.5% △ 49,570千円
地域密着型通所介護 204,154,000 199,904,449 97.9% △ 4,250千円
通所リハビリテーション 219,113,000 200,240,220 91.4% △ 18,873千円
短期入所生活介護 160,369,000 162,551,264 101.4% 2,182千円
短期入所療養介護（老健） 15,462,000 17,812,490 115.2% 2,350千円
短期入所療養介護（病院等） 0 0 0千円
短期入所療養介護（介護医療院） 0 0 0千円
福祉用具貸与 146,926,000 160,276,717 109.1% 13,351千円
特定福祉用具販売 6,296,000 8,469,146 134.5% 2,173千円

前年度実績値から増加しており，需要に対する利用者数の伸びを見込めていなかったた
め。

住宅改修 25,423,000 21,496,910 84.6% △ 3,926千円
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 2,327,000 2,157,066 92.7% △ 170千円
夜間対応型訪問介護 0 0 0千円
認知症対応型通所介護 116,796,000 70,959,728 60.8% △ 45,836千円 前年度実績値からも減少しており，利用者を見込み過ぎていたため。

小規模多機能型居宅介護 47,920,000 62,967,994 131.4% 15,048千円
前年度実績値から増加しており，需要に対する利用者数の伸びを見込めていなかったた
め。

看護小規模多機能型居宅介護 0 0 0千円
介護予防支援・居宅介護支援 204,540,000 210,298,529 102.8% 5,759千円

5,221,453,000 5,193,515,540 99.5% △ 27,937千円
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4 サービス別　受給率（％） （利用者数／第1号被保険者数／月数）

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R5年度 R5年度 R5年度 R5年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 4.53% 4.45% 98.4% △ 0.07
介護老人福祉施設 1.73% 1.62% 93.7% △ 0.11
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0.28% 0.30% 106.1% 0.02
介護老人保健施設 2.36% 2.39% 101.3% 0.03

介護医療院 0.07% 0.04% 58.7% △ 0.03 必須
介護療養型医療施設事業所の転換による利用を見込んでいたが，時期がずれ込み，利用
者が想定よりも伸びなかったため。

介護療養型医療施設 0.08% 0.11% 137.8% 0.03 必須
介護療養型医療施設事業所の転換による利用を見込んでいたが，時期がずれ込み，利用
者が想定より伸びたため。

小計 1.84% 1.68% 91.5% △ 0.16
特定施設入居者生活介護 0.84% 0.74% 88.3% △ 0.10 必須 新型コロナウイルス感染症の影響で施設入居者が減り，受給率も減少したため。

地域密着型特定施設入居者生活介護 0.00% 0.00% 0.00
認知症対応型共同生活介護 1.00% 0.94% 94.1% △ 0.06

訪問介護 1.47% 1.30% 88.9% △ 0.16 必須
想定よりも施設サービス利用の傾向があったため。また，他制度における利用者の増加が
あったため。

訪問入浴介護 0.15% 0.10% 66.9% △ 0.05 必須
市内に提供事業所がないため，市外事業所の利用を見込んでいたが，想定よりも利用者が
少なかったため。

訪問看護 0.82% 0.91% 111.0% 0.09 必須 想定よりも医療から介護への移行による利用者が伸びたため。

訪問リハビリテーション 0.20% 0.47% 234.8% 0.27 必須 想定よりも医療から介護への移行による利用者が伸びたため。

居宅療養管理指導 1.14% 1.69% 148.7% 0.55 必須 想定よりも医療機関での利用者が伸びたため。

通所介護 2.91% 2.71% 93.2% △ 0.20
地域密着型通所介護 1.15% 1.08% 93.3% △ 0.08
通所リハビリテーション 1.62% 1.52% 93.5% △ 0.11
短期入所生活介護 0.99% 0.93% 93.3% △ 0.07

短期入所療養介護（老健） 0.11% 0.08% 78.2% △ 0.02 必須
新型コロナウイルス感染症の影響により事業所での受入れの機会が限られたため，実績値
が想定よりも伸びなかったため。

短期入所療養介護（病院等） 0.00% 0.00% 0.00
短期入所療養介護（介護医療院） 0.00% 0.00% 0.00
福祉用具貸与 6.99% 7.23% 103.5% 0.24
特定福祉用具販売 0.12% 0.12% 93.5% △ 0.01
住宅改修 0.15% 0.13% 85.8% △ 0.02 必須 利用額に上限額が設けられており，住宅改修が必要な認定者の利用が一定数達したため。

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0.01% 0.01% 99.4% △ 0.00
夜間対応型訪問介護 0.00% 0.00% 0.00

認知症対応型通所介護 0.54% 0.30% 55.9% △ 0.24 必須
第７期計画時の実績の傾向から大幅な利用者の伸びを引き続いて見込んでいたが，事業所
定員以上の利用を見込んでいいたため。

小規模多機能型居宅介護 0.15% 0.17% 117.0% 0.02 必須 想定よりも軽度・中重度者ともに利用者が伸びたため。

看護小規模多機能型居宅介護 0.00% 0.00% 0.00
介護予防支援・居宅介護支援 9.85% 9.73% 98.8% △ 0.12
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5 サービス別　受給者1人あたり給付費（円） （給付費／利用者数）

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R5年度 R5年度 R5年度 R5年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 274,048 281,630 102.8% 7,582
介護老人福祉施設 267,497 270,937 101.3% 3,440
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 283,253 275,333 97.2% △ 7,921
介護老人保健施設 273,363 283,586 103.7% 10,224
介護医療院 338,514 372,938 110.2% 34,424 必須 想定よりも重度者が利用したため。

介護療養型医療施設 344,429 346,263 100.5% 1,835
小計 207,573 222,105 107.0% 14,532
特定施設入居者生活介護 160,457 177,271 110.5% 16,815 必須 想定よりも重度者が利用したため。
地域密着型特定施設入居者生活介護 0 0 0
認知症対応型共同生活介護 246,929 257,238 104.2% 10,310
訪問介護 39,869 45,102 113.1% 5,233 必須 ヘルパーが限られており、より介護度の高い方を優先してサービスが提供されているため

訪問入浴介護 57,785 64,662 111.9% 6,877 必須 想定よりも重度者が利用したため。

訪問看護 43,811 37,796 86.3% △ 6,015 必須 想定よりも軽度者が利用したため。

訪問リハビリテーション 28,191 29,058 103.1% 866
居宅療養管理指導 8,452 8,662 102.5% 209
通所介護 88,431 85,415 96.6% △ 3,016
地域密着型通所介護 86,800 90,536 104.3% 3,736
通所リハビリテーション 66,157 64,262 97.1% △ 1,895
短期入所生活介護 79,077 85,374 108.0% 6,296
短期入所療養介護（老健） 71,583 104,779 146.4% 33,196 必須 想定よりも重度者が利用したため。

短期入所療養介護（病院等） 0 0 0
短期入所療養介護（介護医療院） 0 0 0
福祉用具貸与 10,315 10,808 104.8% 493
特定福祉用具販売 24,984 35,735 143.0% 10,751 必須 想定よりも単価の高い高機能なものが選択されたため。

住宅改修 84,743 83,000 97.9% △ 1,744
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 193,917 179,756 92.7% △ 14,161
夜間対応型訪問介護 0 0 0
認知症対応型通所介護 106,956 115,570 108.1% 8,614
小規模多機能型居宅介護 159,733 178,380 111.7% 18,646 必須 想定よりも重度者が利用したため。

看護小規模多機能型居宅介護 0 0 0
介護予防支援・居宅介護支援 10,182 10,536 103.5% 354
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6 サービス提供体制に関する現状と課題、課題を解決するための対応策等
※特徴や課題を把握し、それらを基に、サービス提供体制の構築方針を見通し、求められる対応や目標等を定めることが重要です。

笠岡市

市町村名 笠岡市

　第1号被保険者数が計画値より実績値が増えているものの，要支援・要介護認定者数及び認定率が計画値に対して減となっている。これは，通いの場などの一般介護予防事業や介護予防・生活支援
サービス事業の取組により，介護認定を受ける前の段階で介護予防等の取組みにつながっていることが一つの要因として挙げられる。今後，第1号被保険者数は大きな増減は見込んではいないが，介護
認定率が増加していく75歳以上の後期高齢者数は増加する見込みであることから，今後の動向と要因を注視する必要がある。総給付費については，施設サービスが増加，特に介護老人保健施設の給
付額の増加が著しい。居住系・在宅サービスでは計画値から減となったが，在宅サービスの通所介護や認知症通所介護の給付額の減少が著しい。訪問リハビリテーション・居宅療養管理指導は，給付費
又は利用者数の実績値が計画値よりも10%以上延伸しており，これらのサービスは医療保険給付から介護保険給付への移行によるものであることから，第９期計画期間中も在宅サービス時のニーズとし
て一定程度の増加が見込まれる。これらの提供事業所は，医療機関等の医療保険給付におけるみなし事業所による提供のため，サービス提供体制の見直しは行わないが，給付費及び利用者・利用回
数の伸びのモニタリングが必要である。また，施設サービスにおいては，老人保健施設では給付費・利用者数が増加しているが，特に，介護度が重度者になるほど，在宅サービスに切替えできない長期
利用者が一定数いることが事業者へのヒアリングで判明しているため，住み慣れた地域での継続した生活を最大限尊重しながら，被保険者が地域密着型サービスや認知症対応型共同生活介護，あるい
は施設サービスの種類の転換など必要性の検討と，サービスの利用状況のモニタリングが必要であると認識している。いつまでも住み慣れた地域で住む続けられることを目標に掲げている本市におい
て，在宅サービスの提供体制は留意しなければならないともしている。介護人材の確保，特に専門職の確保については，事業所も苦慮しており，今後職員の高齢化によるサービス提供の不足が懸念され
ており，また，事業所単独や自治体単独での人材確保は大変困難であることから，広域的な取組等あれば参加・協力をしていくものとしている。また，介護ボランティア活動や，生活支援サポーターなどの
地域資源の支援も継続していき，利用者のニーズに対応できるよう体制を整備していくこととしている。総合事業等の活用を踏まえながら，介護サービス（給付費）に頼らない，介護予防活動の充実にもつ
なげていかなければならない。
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